
幼
児
の
柏
手
ひ
び
く
初
詣 

旭 

町 

大
河 

博
子 

一
億
の
競
り
は
大
間
の
大
鮪 

旭 

町 

大
河
内
清
枝 

ど
か
雪
に
行
く
も
来
る
に
も
大
仕
事 

西 

町 

岸
波 

君
江 

移
り
来
て
部
屋
は
な
や
か
に
シ
ク
ラ
メ
ン 

藤
本
町 

高
井 

孝
子 

幾
度
の
巳
年
な
ら
む
か
明
け
の
春 

東
町 

高
草
木
喜
代
子 

初
春
の
静
か
な
町
を
通
り
け
り 

西
岡
町 

高
瀬
久
美
子 

街
の
駅
灯
り
こ
ぼ
れ
し
大
晦
日 

東 

町 

高
橋
世
津
子 

皆
揃
い
初
春
の
酒
酌
み
交
わ
す 

西 

町 

文
梨 

清
子 

振
袖
の
た
も
と
に
そ
っ
と
春
の
風 

西 

町 

前
橋 

芳
香 

粥
に
入
る
巳
年
の
如
き
な
ず
な
か
な 

元 

町 

杉
山 

繁
良 

孫
は
子
の
も
の
子
は
ひ
と
の
も
の
初
鏡 

藤
本
町 

池
田 

良
子 

生
き
る
と
は
老
ゆ
る
こ
と
な
り
初
鏡 

元 

町 

竹
内
ス
ミ
エ 

真
夜
中
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
大
晦
日 

西
岡
町 

児
玉 

洋
子 

我
家
流
の
七
草
集
め
粥
す
す
る 

南
桜
町 

宮
腰 

幸
子 

七
草
や
小
さ
き
夢
も
刻
み
こ
む 

屯
田
町 

伊
藤 

タ
カ 

民
宿
の
女
将
手
書
き
の
年
賀
状 

 
 

 
 

旭 

町 

大
河 

 

茂 

病
状
を
気
づ
か
ふ
日
日
や
寒
椿 

 
 

 
 

 

旭 

町 

宝
澤 

房
子 

初
句
会
迎
へ
し
幸
を
か
み
し
め
る 

西
岡
町 

渋
谷
み
さ
子 

老
い
の
春
待
つ
こ
と
も
な
く
来
て
は
去
る 

仲 

町 

徳
井 

隆
男 

元
旦
や
屠
蘇

と

そ

の
大
杯
母
は
乾
し 

仲 

町 

梅
基 

敬
子 

風
花
や
ち
り
ば
め
て
逝
く
放
浪
記 

仲 

町 

玉
野 

研
一 

幸
せ
と
己
が
心
に
初
鏡 

西 

町 

金
澤 

賴
子 

夫
逝
き
て
身
を
立
て
直
す
初
明
り 

元 

町 

印
牧 

安
子 

善
な
く
精
進
念
じ
年
始
め 

緑 

町 

齋
藤 

嘉
子 

微
笑
は
媼

お
う
な

の
宝
初
鏡 

仲 

町 

坂
部 

和
子 

職
き
ま
り
笑
顔
で
揃
う
祝
い
膳 

元 

町 

西
崎 

弘
子 

冬
銀
河
竹
馬
の
友
も
あ
の
星
に 

屯
田
町 

古
屋 

克
江 

越
え
て
き
し
戦
後
の
起
伏
日
向
ぼ
っ
こ 

 
 

 
 

仲 

町 
芳
賀 

星
子 

          

                  
 

『うたこさん』 
植垣 歩子著 

校正出版社 

 

 うたこさんの家の台所にいるの

は、「おさらくん」や「ふらいぱんお

じさん」などの楽しい仲間たち。

風邪をひいたうたこさんのため

に、仲間たちはおかゆを作ります

が、うまく出来るでしょうか？            

『あたしおねえちゃんなの』 
こがようこ文 

スティーナ・ヴィルセン絵 

クレヨンハウス 

 双子の妹を持つお姉ちゃん

は、いつも大変。お母さんの代

わりになってエプロンをつけたり、

妹たちの仲を取り持ったり…。お

姉ちゃんの頑張る姿に、子ども

の頃の思い出と重なる方もいる

でしょうね。            

新着図書 

・空の拳(角田光代著) 

・たいせつなことは船が教えてくれ

る(藤沢優月著) 

・くり返し作りたい家族の好きない

つものご飯 276(家の光協会編)    

ほか 

 

 

 


